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世界的に多様な自然環境が急速に失われてお
り、失われる自然や生物生息地と同等な自然や
生物生息地を創出/保護することにより、自然を
守るための政策が多くの国で導入されている。特
に、第3者の土地所有者等が事前に自然創造
を行い、この自然を開発事業者等とやりとりする
生物多様性バンキング制度が注目されている。

生物多様性・生態系サービスの総合評価
生態系サービス予測モデル、生物生息適地ポテンシャルGIS評価、意識調査を用いた社会的
価値評価等の組み合わせにより、網羅的かつ総合的に生物多様性・生態系サービス評価を
行った。また、単位の異なる生態系サービスに対して、主観的重要度の概念を導入し、多数
の生態系サービス要素間の重みを算出し、多様な生態系サービスの総合評価に活用した。

文化的生態系サービス評価手法の検討
山間部森林や都市森林を題材として、従来研究が少ない文化的生態系サービスに着目し、評
価手法の開発や生態系サービスの総合評価を行った。

既存の生物多様性評価手法の検証
森林生態系に着目する豪州のハビタット・
ヘクタール手法、バイオバンキング評価手
法等の諸外国の生物多様性評価手法に
ついて、日本の二次林への適用可能性を
検討するために、多様度指数・類似度指
数、森林生態に関する基礎情報、空間構
造に関する指数等の多様な評価軸との比
較検証を実施した。

本研究では、諸外国での経験を参照し、生物多
様性・生態系サービスや社会経済影響の観点を
踏まえ、生物多様性バンキングの生み出す価値
を広域的かつ総合的に評価する手法の基礎的
検討を、学際融合的なアプローチを用いて実施
した。
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資源・環境制約がより厳しくなり、生物多様
性や生態系サービスなどの自然の恵みの適
切な評価へのニーズが高まる中、これらの評
価手法の基本概念が国際的に浸透し、自然

保全と社会経済活動との両立を図っていく
上で有効に活用されていることが期待され
る。

生物多様性・生態系サービス総合評価手法の分析フレーム


